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〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
七
号

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
二
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検

査
に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

検
査
機
関
を
指
定
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す

る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
検

査
機
関
を
指
定
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法

律
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
検
査
機
関
を
指

定
す
る
省
令（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

財
団
法
人
鹿
児
島
市
獣
医
公
衆
衛
生
協
会
の
項
中
「
財

団
法
人
」
を
「
公
益
財
団
法
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
六
十
七
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日法

務
大
臣

柳
田

稔

住
所
京
都
市
左
京
区
山
端
川
端
町
４
番
地
４

李
子
昭
和
1
6年
７
月
1
1日
生

≥
京
惠
昭
和
4
1年
３
月
2
7日
生

≥
友
惠
昭
和
4
3年
５
月
1
1日
生

≥
紀
子
昭
和
4
5年
１
月
９
日
生

住
所
京
都
市
左
京
区
山
端
川
端
町
４
番
地
４

≥
龍
太
昭
和
4
7年
８
月
2
9日
生

住
所
京
都
市
左
京
区
岩
倉
長
谷
町
6
4
7番
地

金
山
真
美
子
昭
和
4
8年
９
月
1
1日
生

住
所
京
都
市
山
科
区
勧
修
寺
縄
手
町
3
9番
地

金
山
良
美
昭
和
5
2年
９
月
2
9日
生

住
所
京
都
府
向
日
市
寺
戸
町
渋
川
７
番
地
８

趙
惠
理
昭
和
6
1年
２
月
1
2日
生

住
所
京
都
市
山
科
区
西
野
左
義
長
町
3
5番
地
1
7

朴
勝
則
昭
和
4
6年
３
月
1
9日
生

〔
省

令
〕

〇
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査

に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
検
査
機
関
を
指
定
す
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
一
一
七
）

J

〔
告

示
〕

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
五
六
七
）

J

〇
サ
ラ
エ
ボ
交
響
楽
団
楽
器
整
備
計
画
の
た

め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
閣
僚
評
議
会
と

の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
四
六
九
）

K

〇
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の

防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九

百
七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ
て
修
正
さ

れ
た
同
条
約
を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
七

年
の
議
定
書
へ
の
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
加

入
に
関
す
る
件
（
同
四
七
〇
）

〇
千
九
百
九
十
年
の
油
に
よ
る
汚
染
に
係
る

準
備
、
対
応
及
び
協
力
に
関
す
る
国
際
条

約
へ
の
ガ
ー
ナ
共
和
国
の
加
入
に
関
す
る

件
（
同
四
七
一
）

L

〇
二
千
一
年
の
船
舶
の
有
害
な
防
汚
方
法
の

規
制
に
関
す
る
国
際
条
約
へ
の
グ
レ
ー
ト

ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王

国
の
加
入
等
に
関
す
る
件
（
同
四
七
二
）

L

〇
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を
抹
消
し
た
件

（
文
部
科
学
一
四
六
）

〇
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
三
八
一
）

〇
平
成
二
十
三
年
産
の
茶
に
適
用
す
る
単
位

当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲
等
を
定
め
る
件

（
農
林
水
産
一
八
六
八
）

P

〇
平
成
二
十
三
年
産
の
蚕
繭
に
適
用
す
る
単

位
当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲
等
を
定
め
る

件
（
同
一
八
六
九
）

〇
平
成
二
十
三
年
産
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
に

適
用
す
る
単
位
当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲

等
を
定
め
る
件
（
同
一
八
七
〇
）

〇
平
成
二
十
三
年
産
の
か
ぼ
ち
ゃ
に
適
用
す

る
単
位
当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲
等
を
定

め
る
件
（
同
一
八
七
一
）

Q

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第

一
号
の
事
業
者
を
指
定
す
る
件

（
経
済
産
業
二
三
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
一
〇
八
）

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
人
事
異
動
〕

国
土
交
通
省

Q

〔
皇
室
事
項
〕

R

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
の

中
期
目
標
の
一
部
変
更

（
総
務
省
・
文
部
科
学
省
）

R

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

R

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
五
、
福
島

同
二
、
埼
玉
同
二
〜
七
、
静
岡
同
五
、
岡
山

同
四
、
五
、
香
川
同
二
、
福
岡
同
二
〜
六
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁押

収
物
還
付
、
金
融
商
品
取
引
業
者
営
業

保
証
金
取
戻
し
、
鉱
業
法
第
一
八
九
条
の

規
定
、
登
録
包
括
信
用
購
入
あ
つ
せ
ん
業

者
の
営
業
の
廃
止
関
係

J
I

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
除
権
決
定
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
J

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

L
I

会
社
そ
の
他

L
J

˜
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